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2) ドローンレーザ計測の可能性の検証 

 変状の定量化を調査する必要がある箇所に

対して，低コストでのレーザ 3 次元点群の取

得が可能なドローン測量の可能性を検討し

た．自己の測位を高精度に取得できる GNSS や

IMU を搭載したドローンによるレーザの精度

を検証した結果が図-4 である．2 級基準点測

量の座標値に比べて，水平 200mm 以内，標高

±50mm 以内の較差が得られることを実証し

た．一般的な航空レーザ測量での高さ精度±

150mm，水平方向の位置精度 1000mm に比較し

て，ドローンレーザ測量は詳細な計測への応

用に有効であることが分かった．さらに自動

運転車の測位技術であるSLAMに用いられるア

ルゴリズムを活用し，レーザ点群の自動重ね

合わせ技術による変状の定量化手法を構築し

た．図-5 は，この技術によって，2 時期のレ

ーザ点群データから，実斜面で発生した変状

を定量化した結果であり，現位置で調査した

変状量と解析結果が一致しする結果が得られ

た．これにより，既存の航空レーザデータを

基に，2時期目データをドローンレーザによっ

て取得することで，近づき難い箇所への踏査

を実施することなく，詳細な斜面点検作業を

行なうことが可能である．また，これまでレ

ーザ点群から地形を判読する技術には経験が

必要であったが，人工知能（AI）を導入することにより， 

本研究成果を誰でも活用できるように試みた事例が図-6である．熟練技術者の知識を教師データして，

傾斜量図で表現した地形を AI に判読させた結果であり，経験者の作業と同等の解析を自動で実施できる

ことに成功した．これらの一連の技術により，本成果の汎用化と低コスト化による普及への道を拓いた． 

3)MMS（画像・レーザ）データの活用技術の開発 

前記変状の定量化ソフトを MMS（移動計測）データに活用して，法面の変状を自動的に計測すること

を試みた結果が図-7 である．図は 25mm の変状量を与えたターゲットを前記重ね合わせソフトで検出し

た結果である．25mm が検出できており，対策工の変状も効率的に計測できる一連の技術を構築した． 

図-4 ドローンレーザ実用化検証結果 

図-5 斜面変状定量化技術の事例 

図-6 人工知能によるレーザ判読結果例 図-7 MMS による法面変状検出技術検証結果 


